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17．後天性 LCAT欠損症によるネフローゼ症候群の１
例とその機序解析
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ローゼ症候群 (尿蛋白 4.1g/日, 血清Alb 2.5g/dL, Cr
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た 21例 (男性 14例,女性 7例), PA治療後の患者 18例
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での膝内側関節裂𨻶距離 (Joint space:以下 JS),内側半
月板変位量 (Radial displacement:以下 RD),骨棘の有
無を評価し,超音波検査による膝関節の形態評価を行う
ことである.【方 法】 農林観光業を主産業とする山




展位で非荷重位 JS, RD (以下NWJS, NWRD), 荷重位
JS,RD (WJS,WRD)を計測し,また骨棘の有無を評価し
た. 対象を 30歳台から 80歳台の 6群にわけNWJS,
NWRD,WJS,WRDの比較検討を行った.また対象を骨





では 30歳台から 60歳台までの群間に有意差はなく 60
台以上の群間で高年齢になるに従い有意にNWJS, WJS
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ture matchを考慮して,腹直筋皮弁や DIEP flapをwor-
khorseとしている. 一方, 比較的小さい乳房における
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【緒 言】 エナメル上皮癌は稀な歯原性悪性腫瘍であ
り,2005年WHO分類により,原発型,二次型 (骨内性お
よび周辺性),転移性エナメル上皮腫の 4型に分類されて
いる.今回われわれは,顎骨中心性エナメル上皮腫が再
発後悪性転化し,頰部軟組織内に増生する巨大な二次型
エナメル上皮癌症例を経験したので報告する.【症
例】 84歳女性.約 40年前に右下顎骨エナメル上皮腫の
摘出術を行い,その後再発を認め,下顎骨区域切除を含
めて数回の手術を行った. 2011年,右側頰部に急速に増
大する腫脹を認めた. MRIにて,右顎下部から側頭部に
およぶ腫瘍を認めた. 一部境界不明瞭な部位を認めたこ
と,および悪性腫瘍に特異的に集積する FAMT-PET画
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